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く研究紹介〉

太陽系の化石を求めて

宇宙科学研究所山本哲生

現代の太陽系形成品によると，われわれの太陽

系は次めような過艇を総て形成されたと巧えられ

ている。 46f.\i年前. j J,l iuf系のありふれた崎県民主

の一部から.われわれの太陽系を'E.む母体となっ

たガスと騰からなる川哲il:.原始太陽系 lli~が形成

された。やがて原始太陽系 f己主内の j盛は円絡の中

心面に I"Jかつて沈澱し.そこに ~It' するようにな

る。この車占拠. 太陽系お13の 'll心而付近に H裂の 10

が形成される。沈 i肢が進行し~;度が Z.5 くなるにつ

れて. I全の府は電力的に不安定となり.多数の際

塊に分裂する。これが惑 1止のたまごとも言うべき

微f~J{である。微惑 JJtは花いに衝突・合体 L. 惑

星へと成長する。

太陽系形成過程において i放;-'~JI! はダスト( 1,1;1

体微牧チ)と惑星をつなぐ重要な役:例を泌じる天

体である。しかし.これまでは坪論卜の概念にと

どまっており，その'J，f休は小川であった。われわ

il (~i 下{'，.\ 小事 1 ド辛口J. 1988) I j:'~，~ U己の外 mlJ に.

現点でむ多数の銭存微惑 Mが存イ L しているだろう

ことを千 ;"'1 した( ", 'I' f 武'，'(， ISASニュースNo.7l L

参!!(\ )。その一郎は ~P，\，として税イl 観測される。思l

諭から F品川される微必)，1のサイズや形態は.般に

ついての涼しい観ililJがなされているハレー咋以や

紘近では本州に衝突すると巷を!版わせているンユ

ーメーカー レピー第 9 皆lQの伎の観測結梨:をよ

く説明する巴しかしむっと直後(I(jな化石が紋j!I:発

見された。以 Fでは.htjE， Iモ u止の外!日Ijに発見

された 2 つの新天体が実は微惑 j_1~の fじれではない

だろうか.というわれわれ (~IH'i\木谷 1:. 1"1fIJ

晃典)の説を紹介しよう。

!日 j組の新天体のひとつ 1992Q B1 は.ハワイ大学

のジェウィ y 卜とカリフォルニア大学ノ ':;-7 レー
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校のルーによって発見された。彼らは 1992年 8 )J

30lei に 7ウナヶア山町 lにあるハワイ人 :'~'I-: の U 後2.2

メ トルの培法鋭に検出総 CCD を!小、た鋭 illll によ

ってこの新天体を発見した。発見 H寺の U}I るさは 23

3宇級であった。その後の観測|結栄も含め. 1992Q

BIのより詳しい軌道が決定された。それによると.

他の惑星と問機に. 1992QBIはいl に i互い惰円軌道

を周回しており.軌道長半径は44.4AU (1AU は

太陽一地球Illl 平均距荷II.て寸~J1.5tiF.キロメータ)であ

ることがわかった。その公転周期lは k，~) 300 年であ

る。桁同の1品、|九度を表わす軌道離心守'は0.11 て1

民主星の離'L、$0.25より小さし、。すなわち 1992Q

B1 は児七昆よりもっとドJに近い軌道を公転してい

る。また公転軌道面は地球の軌道I創から 2.2 &し

か傾いておらず.これもまた%上r，Jの軌道 l耐のi頃

き 17度よりずっと小さし、。むしろ他の多くの必h1

の軌道 1(11 とほぼ一致している。

1992QB1 の正体についてはまだ司、 lり 1 な点が多い。

上i主の明るさと距離から，その大きさをあるね!主

推定することができる。太陽光の反射中がハレ

~'星と同 ff. J主だと fbi~じすると，その l立f辛は 250 キ

ロメ タとなる。この大きさはもっとも小さい!岳

民である:白~ F坐と比べても.その%にすぎない。

大きさという点からみると. 1992Q131 は惑星とい

うよりむしろ.大圭 p止または小惑 'II というべきで

あろう。

一度発見が fj われると続いて起ニるもので.今

年の 3 月 28 日に同径の新たな天体が|司じ望退鋭で.

またもやルーとジェウィァトによって発凡された。
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表 1 観測とモデルとの比較

供道民.!f! i 'f. (Aυ) 納必傾斜，~ ..ι・~ illiI

(It) (ラシ γν) (kill)

1992QR1 <144 22 0.038 0.11 、 250

1993n, 42.5 80 0.1'1 。 ....3:10

そデル 40 088-095 0.015-0017 0022-0.01-1 16().180

" 066-071 0.011-0.013 OOIfi-O.OIS 180-100

この天体は 1993 FW という仮の名が与えられた。

その lijl るさは約23等級て 1992QB1 の明るさとほ

ぼ等しし、。 1993 FWの軌道は 1992QB1 と似かよっ

てお札軌道長半径は42.5AU. 軌道自の傾きは約

8 度と推11 されている。 1993FWの距離や明るさ

が1992QB1 とほぼ等しいことから.その大きさに

もそれほど差がない(直後200-300 キロメータ)

ことが-f·1J.tさ iL る。

われわれは 1992QBIや 1993 FWが残存微必単で

ある可能性を検討するため.観測と比較できる祉

を Hiji£の i放惑尽モデノレにもとづいて計算し.主IUIIII

結果と比較した。 ~I に軌道要素とサイズについ

ての比較結決をポした。観iftl! tJ'ら見い出された軌

道の特性.すなわち軌道が円に近いこと(雄心ギ

:::0)や.軌道Iltiの傾きが小さい(傾斜角::: 0)

ことが微~3'11 モデルによって良〈再現されている

ことがわかる。しかしより訴しくみると.観測さ

れた雌心半は傾斜角(ラジアン)に比べて大きい

ことに注意しよう。 -JJ. 微Z52止モテソレて"は司雌

心$と傾斜角は微pJC: 'It 同，L、の重力散乱と衝突令体

によるバランスによって決まリ. I"Jね度の大きさ

になることが矧侍される。鋭i1111f1直が理論1直より大
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さいことは.微必 lp.1日!の章一力散乱以外に外部(I~J な

1!H~JiJi， iがある(えはあった)ことをボl安する。ヌ

FXの外fUll て併惑 J ，~，・1礼道 Ifti 内をドl運動していた大体

は. Jえ JUIにわたって海王 J~.やその他の本，11~. n;t~ 必l-t!

のill. )J の杉科をうける。その結当~.傾斜角に比べ

て雄心不はより大きく変化することが隊かめられ

ている。

サイズについては微惑，11~ モテソレから I九，1\11 される

11{[は飢iI\lJj，(1 とかなり良〈一致することが表 l から

わかる。軌道長半径は h主の惑星iii:力によってそ

れほど変化しない泣であることに出立。

こ il らの結!止は 1992QBI と 1993 FW カυI.:き妓リ

i紋 NE~ .I.t1 である日I能性を強〈支持する。

興味深いことに.われわれのモデルは.このょ

っな伐千f:ftfe3 ，1 1~ は J.lUi でも多数 fr イI: L. 特に J.(ド品

か句 ]00-200AUの距離付近にもっとも集 'IJ してい

ることを寸t 汗する。残念ながら，この削」雌の妓 fr

i放~§，1 1~ はたいへん H古いため.今のとニろ IIr悦光の

波長域での量Ji. illil が不 IIr能である。しかし L っと太

陽に j互いところには.数は少なくなるものの.よ

リ IIJJ るい I放惑 lyーが存在する。ある明るさの検出版

界でllI. illiJ したときに. 1JYill函付近の l 千万 Iiあた

りにどれくらいの例数が見えるかを維卸した半出来

を 1><1 1 に 'J、した。

同ではこの微惑.111.三ーの全 'Inそをハラメータとし

てある。太陽系が形成されてから現品までにどれ

くらい火われたかが不明であることによる。存料l

に付けた数11"ーは.地球t~ lU: ME を恥 i止とした i散;3lP.

7Jの全 t'11'f を表す。モテソしから. 太陽系形成日干の

土ーの tIt :I'}ーは地球 't't むの3901古と見付i L られる。 f波線

はニの '11 :,l Iこ対応する 1同数を表している。 J.lUI で

は.これよリずっと少なくなっていることが子恕

される。現tlf 11kの卜|取は. ジェウイソトと Jレーが

観 illil した天空事E聞とその検 tH限界のlザl るさ (25等

級)で見つけられた例数 ( ]-2fioV平方J~) から

fH\'l むることができる 紡!ORは地球 't't 尽の 0.1 併

となる。

'><1からわかるように.観iIlJH支術の向上によって

検出できる明るさの限界が附くなるにつれて.検

出可能な例数が急速に明すことは心強し、。今後の

観測によって.この怖の天体が多数発}止されるよ

うになるだろう。

しかし可悦光における観測l以外にも.イミ一望な

倹:J1手段が干手作することを k'd主に述べておきたし、。

前述のように.これらの伐存微;3 ，1，'の多くは太陽

から 100-200AU とし寸法土i にあるものの.太陽光

を l吸収し.わずかながら峨められている。そして.

この凱を逮亦外線として放射している。微;;t: Jl~. ~玄

のいくつかの全Pte:止について&品、外科iの強度の

比W I，リ結'*を閃 2 に II' した。

100-200AU における微j岳山の!島小に対応して.

A、外線強度は 100-2001/mlニピークをもっ。，か外線

量Ji. illiJ では.可悦光の観illil では凶維な桟III敢惑 ll~ の

!t Il'領域が直探に観測できることが大きな特徴で

ある。参号ーのため. 1980年代の亦外縦天文衛l-t!.

lRASの観 il\lJ限界強度を償パーでIJ ~した。 lRAS で

は検:J~が困様であったものの.今後の占、外線 x文

f~i l己では.銭存i殻必11gz:の T~ :1.(によっては.検出

が可能であると足lわれる。この観測はわれわれの

;3Jl~ 系を形成した母体となった原始太陽系矧J会の

大きさを知l るうえで L 大きな予がかリをもたらす。

(やまむと・てつお)
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食ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 9 月・ 10 月)

9 月 10 月
5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30

M-V M-14MNTVC ターボポノプljJ.体ぷ輪

(日産)

2 , :J段JH分離試験 2 , :J段俊子育曹試験

(ISAS) (N 八日口八)

日 3PL 'i'守神試験

(NASDA)
NFl 制， Ii ..t験 NFn 腎ぷ験

(ISAS) (NASDAI
5-520-17 気配コネ 7 タ取付配線 ，;1 総合 hせ れ苗コネクタ取付リング CI.C:-¥SJit!)

にコ コネクタ配線処珂 >(荘。ぷ験 噛合わせ

(NE じ} (日岬}

5-520-19 C:\-SJ I'C'Ii:\タンク Iii 割 liL (対 ECl (ISAS) (lSAS)

5-310-22 四十待合わせ
(1111)

ロMT-135-58 , 59 フライトオへレーンヨノ (II 産]

(KSCI
~15[ 1l 1ペネトレータ 1'1 入実験

'ト 1~ATH 燃焼 t，J: 験

l(NTCI (NTC)
第 2 ;J、 k気球主験

(日日 CI

く合
ぶ万ア三刻、肯森山文部大臣相模原キャンパス視察
剛“.l S 11
厄l亙孟 II 8 月 4 日(札森山文部大臣が相模原
町事情日
"ζ 主主主/ キャンパスを訪問された。秋袋所長

による概況説明の後， InJ 行の雨 12 事議行(学術 I同

際局)， It，山位、書'tJ\;山;お研究機関謀謀長繍佐とも

ども熱心に所内を悦録された。あいにく時期的な

関係てヘロケ， ~， l:u)1\ とも尖物をお比せできな

かったが.太陽観測衛星「ょうこう」のデータ解

析宅では.チームの一口として滞拘中の元宇山飛

行上アクトン博上ーによるダイナミックに変動する

J設が「の太陽画像の説明を冗談をかわしながら楽し

まiLた。(松 t己弘毅)

*平成 5年度「宇宙科学研究所一般公開」開催される

〔表紙写真参照) (撮影 前山勝則)

ヰ n~6Jf の「一般公Il fl J が 7 月 24 1:1 (I)判 l似 !J;{ キャ

/ノ《スで問Hi，さ t した。

この「一般公Ilf JJ は.今年て '101111 FI を迎え.ヰニ:

4

fii 併の大きむ年Jj l行 'J~のーっとして.一般市民に

も〉主 Jfi してきた様 (t~ 。

当日は，あいにく ~fJからのl同だったが.それに

むかかわらず.人t晶子，.が， 10時開場を i年たず 9 時

半時i よリ ylJ を作りはじめ.終日間断なく続き l 万

l 千人に殺る弘主ill.だった。

地，没 -djt備が公|井l されるとともに.進行'I' の研

究プロジェクトのホソトな状況が.十英引や.実iii( ・

'~験.芯:旺を凝らしたコンビュータシミュレーン

ヨ/やノぐネルによって初介された。試験llitWjの公

|剖は 'tlL波無料主主ど 8 か"If，プロジェクト紹介は，

気J;)< ，ロケソ卜・人工llli III ・太陽 'it'，正-火 iii.ロー

ノ〈ーなど約40アイテムで. 多彩な内科であった。

illiJIJ中の科学 l~i lt.r あすか」の熱モデルは， 11 日

えられた超新}刊の映像データとともに向い関心を

11 '1'ーんだ。次期首|凶 i ロケソト M-V の l点 J 大の I也 L燃

焼試験用 M-34 モ タケースやドイ Y との共|百 l研

究EXPRESS の大公 l萄 Il~ 突入力プセルの悦引など.

多数の展示が話題を呼んだ

レールガン Fire 実験むど.迫力ある尖 iii( が 'i: l1i
科学への興味をたかめた。

すっかり r，i例の 1m し物となった「ミニミニ'ド'Ii..

学校 J r スタンプラリー J r宇宙折り紙 J などは.

::i ft み中の小中学生に人気が r:~J かった。

また， (l It) 宇rJ: i 朴'γ 振興会などの記念グッズも

好1;4 とだった。アンケー卜では. 多様な展示に公開 l

H の延長を沼む F15L 相当数見られた。(森 崎)
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*M-34モータケース耐圧訟験

今月の 3 )I に能代実験場において. M-V'~'~ ロケ

ノトの 3 段目の M-34-1 TVC地卜焼燃試験を無 'J~

終了したことは.まだ，記憶.に新しいことと思い

ます。この試験で使用した M-34モータケースの耐

圧試験を平成 5 年 7 月 1 日に日産の川越事業所で

行いました。

このモ-?ケースは，炭素繊維を樹脂で問めた

紐状の材料をアルミニウム裂のモータケースの引

に幾重にも巻き付けて形作仇それに再び樹脂を

染み込ませて l占lめた後に，型を取り外すという作

業を総て，製造されています。この製造方法を FW

(フィラ j ントワインディング)と日乎び.炭.f?1，品

宇佐を掛!nIT で|市|めた材料を CFRPと呼んでいます。

このモータケースは FWで製造したモータケース

としては世界古走大級の直径を令ーしておリ.その大

きさ故に.数多くの技術的な問題が 'I三じ，そのl交

に改良を1m えてきました。

今回の試験は.このモータケ スに設計卜:fi皮域

しではならない圧 )J である 91気圧(実使用圧力は

60気圧以ド)を水圧で与えて，設計illi りの強度を

持っていることを雌認するために行いました。

CFRP製のモータケースは.圧力を上げるにつれ

て ， fltiかずつですが樹肪が出lれたり.炭.f?繊紺が

切れたりします。その度ごとに.まるでピストル

で撃たれたようなノ、 ンという大きな古ーが発生し.

その!主ごとに 1;1.の脳細胞や同のも細lfil告が;判れた

り切れたりしたような公になリます。しかし.モ

ータケーえが破壊することもなく.そして ， 1;1.1'1

身の身体も何・ I~ むなく，試験を終 fすることがで

きました。その後のモータケースの検査でも

m~ 表凶 jの繊維が剥がれている所もあリましたが.

おおも・ね良好な状態であり.設計 191 伎を保証する

ことカ fて'きました。

この試験結果は.史に特量化を進める;k;フライ

ト III モータケースの設計に裏付けを与える大きな

一歩となりました。ここに到達するまでの道のり

が|演しかっただけに、 多くの方々のご尽力に lふ溺

せずにはいられませんでした。(本杉 Iii dl)

*MUSES-B 熱モデル試験

7HI I:Iから MUSES-B の熱モデル試験を II~ 期間

体環境試験械の大年!チェンパーで行っている。試

験体は縦1. 5m ，償 I.5m ， rf:j さ 1 m の利引の衛星

とその下面に取りf.Jけられた RCS 系( ，姿勢制御ン

ステム)からなり(写真下 l ， i:":'J~i llJ l定点の数 Ii ，

l:l:j)1\ の大型化に n· って， f.'.J500 というこれまでに

ない多さとなっている。熱』 1 2EJ 式験は 7 月 30 日ま

で絞き，その後， 8 月中 11) に， I障体の熱￡を調べ

MUSES-B 熱モデルKit l費
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•• ....
M-V 型ロケットの通り道と主主る新しい構 Id:.中央

の橋翻ガ既に完成し，商蜘の縄台の工事に取りかか

っている。

.

衛星の大き怠戸ンテナガ展開可能1d:M台旭のクリ

ーンブース室は4階吹き!&けの部屋となるガ，現在

2階部分のコンクリート打ちが終わつだところであ

る。

が I). ~見イiごまて酬の進捗状況は約40% と順E絢である。

以下，現状のスナ ~7 をいくつか紹介する。

(ピJ)反友二三)

る実験をこのモデノレを用いて行う。

MUS ヒ S- 1:3 1こは大恒の展開アンテナが俗載され

るが.アンテナ肉体の高さは収納状態でも約2.6m

に述する。衛星と一体にするとスペースチェンパ

ーに入らないため.アンテナと l:/;T )，~とを切り離し

て.日時々に熱点呼七試験を行つこととしている。ア

ノテナの飢モデノレぷ!験は 5 月 '·1' 旬から 6 )I 米にか

けて.三袋屯機鎌ft製作所において行われた(写

j'fF)。

-ぺ:つの J試式駿の紡見米米~に J法'島Eつ

にアンテナ系の熱数「学件モテeソjルレの員σ討off悩凶. Ii在必を行う

とともに.試験結米をフライトモデjレの裂作に反

映させて、、< 0 (大西見・ I.U，尺ぷ 11:)

ノ

大型展開7コンテナ聖書モデル鼠験

*KSCの基幹整備工事の状況

)血児品宇宙空 11:1 鋭抑I'叶 (KSC) の)，1;斡銀側i工事

の安全tiT原{げ斤は去る 5 )J14 日 ('d. 秋』長所長. j判当

内之ilH田fbと. KSC峨 H. T.判別係行等の L!J Jltのも

とに傑人一に行われた

起-.LAから l 迎 II:H査，鹿児h:， J也 Jiは悔11j 入リ L.

それぞれの現場では I'Hの中の作業を余儀なくされ

た。特に山ib!jでは.蛍I'W也'111 だけに，多 11; の降水

により l 砂が品iill事ちたリ . )J)j，i)1によっては大き

なわが松山するなど I.'J訂正かなり鮒航した。

7))に入って仰I"'] L I ーが I) .工・)';のピ y チ L I

遺飾の処点となる宮原レーダ基飽|ま伐採ガ終わり，

蚊地造成や道路取り付けの工事に入っている。
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れにわ「して渦巻主l{jilIではその川線上に多祉のダス

トが存 lie L. その中で次々と析しい星が誕生して

いる。このため lir悦光観測ではこれらの影響を無

悦するニとは餅 L'、。渦巻銀jllJ を和菓子の・三笠.

にたとえると.可悦克;llL iWI ではその r/主」だけを

凡ているのか rアンコ」の内科まで見通している

のか.それとし「表 l(jjの微妙な焼け具合J だけを

凡ているのか.淡口市の別れるところとなっていた。

これに対して亦外線て。の渦巻銀行'jの観測では.割t

l"j を十分内部まで見通すことができる 品、外線の

銀河像は可悦たの姿と比較して.校集が1'1かれ極

めてシン 7 Iレである。これは渦巻銀河などに見ら

れる笑しいアームの悦僚が.銀行'j円然|に分布す

るダストや析し、 Jd，j>;などによって il'l'iかれているた

めであるのに対し赤外線ではこれらの彩管を受

けずに. 5jl戸Iの 1'1 行?ともいうべき大 I，;) (I(Jな県の分

イIi を観測することが可能なのである。

亦外線による})i i"j 観測は始まゥたばかリである。

データが t!i 附されると共に. ,!J, 'rトイメージを附い

た銀河の竹給分 Ui L 可能になる。亦外線のデータ

から'ii: ;~:: (I~J な到，{ juJ の'は:， t分布が俳句れ，銀河の1' 1

怖に|期するト分なモデ/レが完成し. .l]l論ンミュレ

ーンヨンの結*と卜分に比較することができれば.

銀河誕生の必を解き明かせるtI LiiIいだろう。

(東京大γ 教義"f:百I~. うえの・むねたか)

〔写真鋭明〕

占、外線( I.65μm) で観測した愉1" Ji/，~巻銀河。本

作シュミァト望iiJ置に占、外カノラを搭載して抽H象。

-<:r新シリーズについて

1,.£ j!I:の，色、速な天文 ''.:-1 ・反体物Jl I!学のill!展につれ

て.三十:Hi~Jf の天文'I I話lf長の研究 n象 L J11. や紅、j主の

銀刊I系から.泣くの jJ{ i"jへと広がってきています

そこでJi ij }I 号から「叙刊Iの {'I，!HI たち J という新ン

リーズをはじめました。 'Hiiの怖成メンハーとし

ての銀河や貰い可以外のサー" riの {"'!:II をや~M;IIに利介

していくことで.宇宙の誕生や進化の諸にせまろ

うとする紋新の耐f'先の一端を来しく読んでもらえ

れば幸いです。これまでの r ， j勺 i iの不J411議J 1,;JHt

ご愛読 I.!ii '、ます。(編集委1i会)

紘j近Eλ反:虫文;畠観tじω山川4品抑川洲H印川II刊lリl で亦外線カ j ラによる銀?刊川II吋'リI 観 ;1洲H山則1ド判lリl同カがf

卜レンデイ になつている。ニれまでE銀I{河の品船H像象

酪鋭tじω山4礼市川洲II山川|ド川lリl と日えば可悦光量鋭j見L山H訓川州lド川lリの J独虫I川~~刊11υ·u品て"あ〉つたが. 品、

外科l カメラの 42場て古良 inIへの新しい主主が|井lかれた

本外科tで観測を行うと可祝光と比校して 'j ・ Hi 弔

問のダストによる l吸収の日311Fが小さく. lI(j'.lV, JI~:}~:

'I' の大体のように l吸収の大きなi;(ij戎でも観 il!ll可能

である、また占、外科i波長fi? で観測される銀河のエ

平ルギー似は.下として銀河の t't :11ーの大部分を til

勺ている小小伎は ~IJ. が年左いた，!J、色1:.( )，!.である

これに付して "r悦正;での銀行'j 観測では 'T:'.i. J.{ 命の大

'tit:1::trt の脱出する光が主;円 ~(I'j となる。代々が銀河

を11t H主観測して得たい↑占有 iの一つは. (制度情報か

ら得られる)その銀河の tJ[{ 止とその分布である

ところで我々の住む j': 'd i には怖い HI{刊l.渦 -&Hl

illJ. 司、!'Ji. \!I I 卦~ illI など様ノ z な fH 自の銀行 'j がある。こ

れら銀河の小で.十古門封 l刊Iは一般的に光を l吸収す

るガスやダストの fi. 11:-;1:' ーが少ないことが知られて

いる。 liEって阿川銀河に 1 11， 1 しては. "r 悦光を IIJ い

てもその|付 11111 まで観 ;WI 可能てーあったため，主I{ i"j と

しての 1'j' 絡を卜分に知ることが可 fjE て'あった。宅
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A主主弘之ヲ A歪凸

酒と宗教ーパキスタンを旅して-

河島信樹

ノぐキスタン唱 インドの凶fl!11 に f ，i 置する{山の知識

で.旅行代.t'f'.1苫のあまりすすめないパキスタン航

乍に成出から乗り込んだ。アインン斗タインの一

般本II対論を実験的に研究する凶際会議に出席のた

めである。 トラブルの多い航空会十!と I甘い、てはい

たが.会計検査と Eなリ.これしか1必がなし我

慢せきるを得なかった。予定通リ出るかどっか'L、

配しながら，カウ/ターへ行くと大丈夫だといっ.

まず.一安心。小一H刊IJ して， :1主食のワゴ/がや

ってきた。店、の座席の付近には.数少な L 、(-!.c'lt)

のスチュアーテスがきて.「477たいものなににしま

すか? J と附Ie r お飲物は‘何にしますかヲ」て

はないのである。不思議に思ってワゴンをみると

柄がない/で.気が付いた。バキスタンは、成i主

厳しいイスラムの同であると。それから 10 日|日I.

成闘に伺ってくるまで.一滴のアルコール (;u に

しなかった。イスラ7ハー↑・ホテルにげl まった

とき.部屋の冷1説席にビール瓶がはいっていた。

首都の名をιするこのホテ/レ、実は;fc同系のホリ

テv イ・イン.なるほどと宍んで耳1 リ出してみると，

いや.残念可アルコールレスと舎かれてあった。

ああ.ここもがi外 it，付tて IJ'd:かった。外国旅行で、

飛行機の中で泊が白山に飲めるのは， (I当の好き主

人にとっては大きな魅力である。この頃IJ'kい航

空券で来ってもどの航官会社でも 1'1由に飲める。

しかし. よく Jすえてみるとィ内といってら. 大した

14が飲めるわけではない。それくらいなら. もっ

と泌氏を卜げて欲しいという安望も多い。私は.

I問は弱くはないし.結情飲むが.体が洞を要求す

るタイプではないので.なければ我慢できるから

どちらかというと運行を下げてくれる方がよい。

きjL~、なスチュアーデスに勧められて.飲み過ぎ

て. I"j こうへついたら.休凋を崩すことも多い。

そのあとは.時差はけや柏神n(J*'主もあるので.

さりに苦しくなる。だか句.このごろは. JI~行機

のなカるでは. i門をて日きる t-:'IHj;えることにしてい

る。今回もパキスタン航空のなかは.あまリ円に

な句なかった。

飛行機のなかはよいとしても. しかし、桝が全

〈無いとい 7 のもほし L 、。泊は f'Eぃ道によって良

くも 1ι くもなる。 i)~酔して他人に J主!惑などといつ

のは l論外である。外 liil旅行では II寺差ばけで11Ki.l'd:

い。1I)j日は大事な会議だ。どうしても 11K らなけれ

ばとあせれば焦るほど lin がさえてくる。ついつい

州に似る。だが最初は効果 : (I': J でも. :3-4n もする

とすぐに効かなくなリ，必要なが ii註が ;'Q ， i~t にふえ

る。高学歴の [;el'l にみられるキ千/・ドリンカー

のアル中が， ごく WII 訓告 l でなると聞くが. II寺弁ば

けの解消のために州に刺 lってみると.これが尖感

としてよくう fかる。

しかし、百柴の不自由なところで税交を派める

のに.会議の f去の〆、ーティや会食での ii'l の企 1Jm は.

絶大である。少し tjlf~ え I i'.不 i~r 予な外 I hi 請の円も

r目らかになる。故大林教!:!と一緒にはじめI1' I:il →ま

で続けた.スペースンャトル 人「オ ロラ A大験

己 lミ !'/\Cρ| 一 l州でし. (I刊の効 III で. 7 ロジェク!の

ぎすぎすした混同公がいかに利 1んだことか)

イスラムの十 H:W では. ii'l を if立 IJUI~JI ニ L十 II してい

るだけでなく， 1U に 5回ものお祈リが義務づけら

れており.さらに一年に何回か U の IHから IJ 没ま

で全く水も食へ物 (;n にしないラノ、 7 ンがある 0

~くが無'，-{教 (I~J な日本人からは;tH f訟を越える戒律

の厳しさである心が.それでは犯ユドが少なく安全

な I hiかというと iJとしてそ 7 ではない 旅行 II人カ

メラなと F干ちヰ却は司いつも%を f"j けている必吹が

ある。インドとは.カンミ ル問題では今む厳し

く土ド 1はす山 L. 人命 L 椛1'1 になっているの，、キス

タ;.- t:. けではない パキスタ/の|有のイ/ドの.

i1t近のイスラム教徒とヒ/ズ一教徒の付立. イス

ラム原.t1j'，主義昌のテ口 'jq'l'. III ユーゴLhl I付の|人Jii!\(

などで多くの犠料名がでていること、あるいは.

3位 i、の戦争のなかに，j、教がかりむものがいかに多

L 、かをみていくと~;.~教と，.t.結 tj 人 11\1 に、I'，利!や

j主いをあたえるものではなく、殺し介いをするた

めのjImなのかと錯覚したくなる:j.~教をじする

ことは個人の山 III である。他人の，j、教を排除した

リしないといっごく~リ，iijのことがワリ，iij ていない

ところに|別組があるロハキスタンへ旅行して.持

続切にしてくれたが，j、教については.なにか'NI]

リ切れないものを感じた。(かわしま・の~;:き)
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「も誉宙 DISCOVERY-NASAが考える近い将来
の惑星探査計画について(その 2)

川口淳一郎

DISCOV ヒ RY の伐材:j的な而については， SOl

がらみの超軽此化技術の民生用に転用という意味

では新しくても.工'下 (I(J に全〈新規の技術をこの

討l由l で開発することは本米期待されていないこと

になります。探作機の大きさも故大でも Delta-II

までとされているので.月に GEOTAIL クラスの

様作機を送るのが段大というところです。この打

ち上げ1'iJ吋そのものは後に述べる総費用には含ま

れていません。

Delta- lJの打ち上げ費用は 50!. 古円くらいで大変

に !J]; コストです。しかしそれ以外にもトーラスと

かペガサスといったもっと小規絞めピークルも積

極的に検討すべきであるとガイドラインが述べて

いて，あたかも宇宙研胤伎の類似緋 i主が NASA の

中に構築されたようなものと与えることができる

でしょう。

，;1 函の設定で最も特徴的なことは.選択されて

から打ち上げまでの開発期間が 36 か月以内である

こと.および全開発'/'1 JIJ(打ち上げ後 30 日 liil の運

用岱は含むが. ミソンヨ/スタディ費用は含ま主

L、)が 1.5{~ ドル( 165 U!:ドj)以内であるというこ

とです。 DISCOVER Y全体の鋭校は 1 年あたり

8500 万ドルて二内 1000 万ドノレは先行 ~I 凶jへの研究

，/'(とされていますから 2 年に l 機位!亙の I)i(i!支で

火E飢a 五呈密着

う 'tii;; ぶど 75L

田

町命

フ\、 1\
"'''帆泊

1(霊 ~I ・ 19[婚を予 0
・
uJ工、v

J
口戸ー

(NASA/ISASJOINTWSHANDOUT より)

打ち上げが計 l凶されていることになリます。米国

自体の計 l血l ではなくても，たとえばロシアの Mars

96に搭載機器を載せるようなことも DISCOVERY

J十両には含まれていて，候補の中にはピークノレを

ボめずに.続制 II器として徒系されているものもあ

ります。

さきに述べたように， DISCOVERY 以外にも

NASA は惑星探公桃恕をいくつか持っています。

それらについてfi1j 1V- に紹介してみましょう。

その中でも有名なものは MESUR 計画て二これ

は 1999年から 3 回の火星打ち|二 (f機会を利用して

16棋のランダを表面に配置しようとするものです。

これには ESA も既に共同開発を開始しています。

主目的は宇宙研の LUNAR-A に似ていて.火地上

に地災計のネットワークをはろうというものです。

火星大気の多点観 illll も大きな目的の一つです。現

イEの陥 :E1 では，太陽屯池を ';U: iJ~ にすることになっ

ています。しかし向純度地 'H1 のランダに対しては

RTG の使用が検討されていて.これが幸!?干の物議

をかもしているようです。ひとつひとつのランダ

の重量はわずかに 6数卜 kg という規模で， 1 闘の

-tTち卜げで 4 基fM立を送りこむ憐忽です。

外f各県に|刻しては， PlutoFlyby~I-[ 函が倹討さ

れていて. 1998 年に 100 kg 強の探丘機を 2 機打ち

上げる計画が i並行中です。投入のしかたもこれま

でのスウイングパイを f<Eう方法ではなく.大型ロ

ケ y トを用いた l釘投の役入方法をとり.飛行時!日 l

を 5-6 年に短縮・節約する案が有力です。これ

も D印ISCOVERY とは一応 ω1り)離されています。

ヰ宇:f街白首.耐研 fにとつて身につまされる円円 1

う i遠主距離の 7 一ゲツトを杭相 l 子にしながらむ探 t俊1を正機

7の〉大きさカが ζb極証めて小さいことてで，す。

く次号につづく〉

(かわぐち・じゅんいちろう)
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DoingSolarPhysics-inTwoLanguages-atISAS

InthelastcoupleofyearsISAShassuddenly

becomeaworldcenterforsolarphysics.Wehave

adata-analysiscenterthatattractsmanyvisitors,

with splendid facilities and huge amounts of

wonderfuldata.Typicallyhalfadozenforeign

scientistsareinresidenceatISASatanygiven

time;therearealsomanyvisitorsfromaround

Japan , andthereisalwaysaconfusingbabbleof

EnglishandJapanesefloatingaroundtheworkｭ

stations.Theweeklyseminarsofferamixtureof

distinguishedvisitorspontificatingontheirpreｭ

conceivednotions , andyoungerresearchworkers

settingthemstraightasbesttheyc加. Therealways

seemstobeagoodmixtureofdataanalysisand

theory , andtheparamountinterestisinexplaining

howtheSunworks.

Howhasthisact 川ty In pu 陀 research come

intobeinginaninstitutedevotedprimarilytospace

experiments?

In 1991 ISASlauncheditssecondsatellite

dedicatedtosolarobservat>ons , theYohkohob

servatory.Thissatellitecarriesonthefinetradiｭ

tionofX-rayastronomyatISAS , butinasolar

context-Yohkohstudiessolarflares , whichappear

to result from averyefficient(but presently

mysterious!)conversionofmagnetismintohighｭ

energyparticles, whichthenproduceX-raysand

g剖nma-rays thatYohkohcanobserve.Butmore

thanthis , Yohkohalsoshowsusmanyotherthings

via soft X-ray-in particular, the extremely

beautiful but heretofore elusive solar corona,

systematicallystud 悶d previouslyonlyduringsolar

配lipses. Becauseofthisbroadrangeofapplica-

Hugh Hudson

tions, theYohkohdataessentiallytouchuponevery

branchofsolarastrophysics.At generalsolar

scientificmeetings, onealreadynotesrcferencesto

Yohkohdataeverywhere, eventhoughthedata

analysishashardlybeguninearnestandwhilenew

andexcitingdatacontinuetoflowinata問markable

rate.

IthasmypleasuretobeinresidenceatISAS

duringtheentireYohkohoperationthusfar, and

fromthisvantagepointIcan s田 many ， many

projectsofdataanalysishappeningbeforemyvery

eyes.Ialsoseethesocialproblems, suchasthey

町宮， inatransientpopulationofmixedastronomers

withamazinglydifferentobjectives.Ingeneralthe

twonaturalgroupings-Japaneseandother-get

alongverywelltogether, aidedintheYohkohcase

bythefact 出at threeorfouroftheforeignscientists

speakenoughJapanesetolimpalonginseminars.

Thereisverylittleofthe“ cultural differences"

problemthatonehearsaboutinothercontexts

Amongsocialproblems, I'llnotethefollowing:In

spiteofthefactthatthereisonlyoneSun, subfields

ofsolarresearchmaybesodistinctthatthereisa

jargonproblemaswellastheusuallanguage

problem!

It'sourfondesthopethatYohkohwillliveon

andprovidedatauntilthenextsunspotmaximum,

around the year 2000. The ISAS scientific

hospitalityhasbeenjustwonderful , andISASwill

certainlybethecenterofmanysolardiscoveries

overthenextfewyears

(ハワイ大学. ヒュー. ，、ドソン)
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